
　

暖
冬
の
影
響
で
嬬
恋
村
の
冬
も

年
々
降
雪
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
今
年
は
寒
暖
差
が

激
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
農
家
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
健
勝

の
こ
と
と
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
活
動

に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
委
員
会
は
昨
年
の

７
月
20
日
に
新
た
に
選
任
さ
れ
た

農
業
委
員
17
名
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
15
名
、
総
勢
32
名
の

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
研
修
会

や
行
事
等
が
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
新
年
度
に
は
新
た
な
動
き
が

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
研
さ
ん

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、雇
用
面
に
お
い
て
は
、

外
国
人
の
技
能
実
習
生
の
入
国
が

制
限
さ
れ
、
代
わ
り
の
方
の
雇
用

に
向
け
村
、
Ｊ
Ａ
等
関
係
機
関
及

び
農
家
が
連
携
し
、
人
材
を
確
保

す
る
こ
と
が
出
来
、
無
事
出
荷
に

こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
キ
ャ
ベ
ツ
は
春
の
長
雨
の
影

響
で
生
育
が
悪
く
小
振
り
で
あ
っ

た
為
、
大
き
な
規
格
の
も
の
が
収

穫
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

全
国
的
な
品
不
足
で
価
格
は
お
お

む
ね
高
い
水
準
で
取
引
さ
れ
た
よ

う
で
す
。

　

8
月
に
は
鎌
原
地
区
に
新
た
な

取
り
組
み
で
あ
る
、
農
産
物
等
直

売
所「
あ
さ
ま
の
い
ぶ
き
」が
オ
ー

プ
ン
し
、
地
元
の
野
菜
や
加
工
品

等
が
並
び
ま
し
た
。
中
で
も
、
嬬

恋
米
の
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
や
エ
ゴ

マ
油
、ド
ラ
イ
キ
ャ
ベ
ツ
、ド
レ
ッ

シ
ン
グ
な
ど
が
特
産
品
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
村
で
は
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
の
実
質
化
に
向
け
て
の
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
現

在
利
用
さ
れ
て
い
る
農
地
を
、
荒

廃
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
先
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
地
を
貸
し

た
い
方
と
借
り
た
い
方
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
や
農
地
中
間
管
理
機
構
の

活
用
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
気
軽

に
地
区
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
３
月
に
な
り
ま
す
と
播　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

種
作
業
も
始
ま
っ
て
き
ま
す
が
、

農
作
業
の
事
故
防
止
、
安
全
管
理

を
徹
底
し
農
業
経
営
の
向
上
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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農業委員会だより (2)令和３年３月１５日

　

地
域
の
将
来
を
自
ら
の
問
題
と

し
て
認
識
し
、
話
し
合
い
に
よ
り

希
望
の
持
て
る
プ
ラ
ン
を
作
成
す

る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
、
平

成
24
年
に
開
始
さ
れ
平
成
30
年
度

末
現
在
１
，
５
０
３
市
町
村
に
お

い
て
１
５
，
４
４
４
区
域
で
作
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

耕
作
者
の
年
代
や
後
継
者
の
確

保
状
況
、
今
後
の
農
地
利
用
の
方

向
性
を
示
し
た
地
図
を
活
用
し
、

将
来
方
針
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て

は
実
質
化
さ
れ
て
い
る
も
の
と
判

断
さ
れ
公
表
さ
れ
ま
す
。
人
・
農

地
プ
ラ
ン
が
実
質
化
さ
れ
て
い
る

と
協
力
金
、
資
金
、
給
付
金
等
の

面
で
支
援
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
嬬
恋
村
で
は
村
内
を
４

地
区(

田
代
地
区
、
干
俣
地
区
、

大
笹
地
区
、
そ
の
他
地
区)

に
分

け
て
各
地
区
で
４
日
間
に
わ
た
り

話
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
様
々
な

意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
中
で
多

か
っ
た
話
題
は
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
に
よ
る
耕
作
不
能
地
や
遊
休

農
地
等
が
増
加
し
て
い
る
現
実
で

し
た
。
条
件
の
良
い
農
地
は
規
模

拡
大
意
向
の
農
業
者
に
集
積
・
集

約
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

道
路
幅
が
狭
く
大
型
機
械
の
乗
り

入
れ
が
困
難
で
、
狭
小
な
畑
が
点

在
し
て
い
る
条
件
の
悪
い
農
地
は

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

よ
う
今
後
と
も
皆
様
の
御
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

田
代
地
区
に
て
、
将
来
の
人
と

農
地
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
的
に

担
い
手
の
減
少
、
遊
休
農
地
の
増

加
が
問
題
と
な
る
中
、
十
年
後
位

ま
で
は
後
継
者
も
担
い
手
も
お

り
、
遊
休
農
地
が
増
え
る
事
は
な

い
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
見
が
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。
担
い
手
不
足
に

よ
る
遊
休
農
地
化
は
な
い
も
の

の
、
地
球
温
暖
化
等
に
よ
る
大
雨

や
台
風
の
大
型
化
（
令
和
元
年
の

台
風
十
九
号
）
な
ど
に
よ
り
、
大

量
の
表
土
が
流
出
し
、
地
中
の
石

が
表
面
に
現
れ
、
耕
作
が
出
来
な

い
農
地
が
増
え
て
い
ま
す
。
五
輪

地
区
で
は
そ
の
よ
う
な
農
地
が
広

が
り
つ
つ
あ
り
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
優
良
な
農
地
で
あ
っ

て
も
今
か
ら
客
土
等
の
基
盤
整
備

を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
将
来

農
地
が
守
れ
な
い
と
い
う
意
見

も
出
さ
れ
ま
し
た
。
五
輪
地
区
の

よ
う
な
不
耕
作
地
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
所
で
は
、
農
家
の
費
用

負
担
な
し
に
基
盤
整
備
を
行
い
、

担
い
手
に
集
積
・
集
約
化
す
る

と
い
う
農
地
中
間
管
理
機
構
関

連
農
地
整
備
事
業
の
活
用
が
可

能
で
あ
れ
ば
、
遊
休
農
地
発
生
防

止
、
解
消
方
法
の
一
つ
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現
が
叫
ば
れ

る
中
、
森
林
伐
採
に
よ
る
新
た
な

農
地
の
造
成
も
難
し
い
と
思
わ

れ
、
今
あ
る
農
地
を
い
か
に
守
っ

て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
だ
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

　

干
俣
地
区
の
農
地
を
図
面
で
見

る
と
、
耕
作
す
る
こ
と
が
で
き
る

農
地
の
空
き
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

耕
作
を
し
て
い
な
い
農
地
は
、
急

斜
面
で
あ
っ
た
り
石
が
多
く
出
た

り
と
条
件
の
悪
い
場
所
ば
か
り
で

す
。
そ
の
中
で
も
バ
ラ
ギ
地
区
の

畑
で
は
耕
作
が
出
来
ず
に
荒
れ
て

い
る
農
地
が
多
く
あ
り
ま
す
。
昨

年
、
そ
の
何
筆
か
を
北
軽
井
沢
の

酪
農
家
の
方
に
牧
草
地
と
し
て
活

用
し
て
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま
し

た
。
荒
れ
た
農
地
を
整
地
し
た
結

果
、見
通
し
が
良
く
な
り
ま
し
た
。

荒
れ
た
農
地
を
放
置
し
て
お
け
ば

山
林
化
し
、
周
り
の
耕
作
し
て
い

る
畑
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
る
為
、
よ
い
取
組
で
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。

　

干
俣
地
区
村
中
の
区
画
整
理
さ

れ
て
い
な
い
畑
に
つ
い
て
は
、
水

路
の
整
備
や
耕
地
整
備
な
ど
の
改

善
す
べ
き
点
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
干
俣
地
区
は
、
後
継

者
が
い
る
割
合
が
高
い
た
め
、
今

後
は
後
継
者
と
な
る
若
い
人
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
、
遊
休
農
地
を

増
や
さ
な
い
よ
う
に
改
善
を
し
て

い
く
事
が
大
切
で
あ
る
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の

実
質
化
に
向
け
て

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
検
討
会
に
参
加
し
て

嬬恋村農業委員会事務局
局長　土屋　政彦

農地利用最適化推進委員
戸部　幸治

田
代
地
区

農地利用最適化推進委員
黒岩　茂子

干
俣
地
区

検討会の様子検討会の様子



農業委員会だより(3) 令和３年３月１５日

　

以
前
、
地
区
の
農
地
所
有
者
を

対
象
に
農
地
の
利
活
用
に
関
す
る

意
向
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
集
計
結
果
か
ら
、
半
数
は
規

模
拡
大
又
は
現
状
維
持
意
向
の
農

業
者
で
す
が
、
５
～
10
年
後
に
は

後
継
者
の
不
在
等
に
よ
り
耕
作
で

き
な
い
農
地
が
出
て
く
る
事
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

農
業
は
食
を
担
っ
て
い
る
大
切

な
産
業
で
す
。
現
在
耕
作
し
て
い

る
農
地
は
、
今
後
も
農
地
と
し
て

活
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
為
に
は
、
今
後
耕
作

が
で
き
な
く
な
る
農
地
を
、
隣
接

農
地
を
耕
作
し
て
い
る
方
や
、
規

模
拡
大
意
向
の
方
へ
集
積
・
集
約

の
推
進
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
と
の
意
見

も
出
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
農
地
は
地
域
で
守
る
」

の
気
持
ち
を
強
く
持
つ
こ
と
、今
ま

で
以
上
に
遊
休
農
地
に
な
ら
な
い

よ
う
に
危
機
感
を
持
つ
こ
と
の
必

要
性
を
改
め
て
認
識
致
し
ま
し
た
。

　

わ
が
国
の
農
業
形
態
は
、
時
代

の
推
移
に
よ
っ
て
農
地
集
積
・
集

約
化
が
急
激
に
進
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
の
進
行
を
よ
り
加
速
化
さ

せ
る
た
め
に
市
町
村
が
主
体
に

な
っ
て
作
成
す
る
の
が
こ
の
プ
ラ

ン
で
あ
り
ま
す
。
去
る
２
月
５
日

に
嬬
恋
会
館
で
行
わ
れ
た
話
し
合

い
に
参
加
し
て
の
感
想
を
記
載
し

ま
す
。

　

わ
が
村
の
現
状
は
、
既
に
大
規

模
化
が
進
ん
で
い
る
西
部
地
区
に

お
い
て
は
、
農
地
の
集
約
化
が
進

み
、
大
型
機
械
等
も
導
入
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
東
部
地

区
に
お
い
て
は
「
後
継
者
不
在
」

や
「
農
地
の
面
積
や
形
状
」
等
で

課
題
山
積
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ

ま
し
た
。
私
の
住
む
鎌
原
地
区
に

お
い
て
も
、
浅
間
開
拓
地
区
等
を

除
き
、
他
の
東
部
地
区
同
様
の
問

題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

農
地
の
荒
廃
は
農
業
問
題
に
限

ら
ず
、
景
観
の
悪
化
や
住
環
境
に

も
悪
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
の
作
成
が
そ

の
改
善
の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え

ま
す
。

農地利用最適化推進委員
小林　貴子

大
笹
地
区

農地利用最適化推進委員
宮﨑　孝

そ
の
他
地
区(

鎌
原)

農業者年金に加入しませんか農業者年金に加入しませんか

農業者の方なら幅広く加入できます

　６０歳未満の国民年金第１号被保険者で、年間６０日以上農業に従事している方ならどなたでも加入でき、農地を持
たない配偶者や後継者等の家族従事者も加入できます。
積み立て方式 ( 確定拠出型 ) の年金です

　自ら積み立てた保険料とその運用益により将来受け取る年金額が決まる確定拠出型の積み立て方式で、加入者・受給
者の数に左右されにくい、少子高齢化時代に強い安定した年金制度です。
保険料の額は自由に決められます。

　月額２万円から６万 7 千円の間 ( 千円単位 ) で保険料の額を自由に決められ、農業経営の状況や老後設計に合わせて、
いつでも直すことができます。
終身年金で８０歳までの保証付きです。

　原則６５歳から「農業者老齢年金」を生涯受け取れます。８０歳前に亡くなられた場合は、８０歳までに受け取るは
ずだった相当額が遺族に支払われます。
公的年金ならではの税制上の優遇措置があります。

　支払った保険料は、家族の分も含めて全額が社会保険料控除の対象となるので、所得税・住民税の節税につながりま
す。また、運用益は非課税で、将来受け取る農業者年金には公的年金等控除が適用されます。

《お問い合わせ先》 嬬恋村農業委員会事務局　☎ 96 -1256

農用地の転用・売買・貸借等は許可を受けてから

お問い合わせ先

「自分の農地だから、許可を得なくても自由に売ったり、貸したり、転用してもよい」と思っておられる方はいませんか。

農地を売ったり、貸したり、転用したりするときには「農地法」に基づく許可が必要です。

農業委員会を経て県知事の許可が必要です
農地転用とは、農地を住宅、車庫、工場、倉庫、駐車場、山林など農地
以外のものに変更することです。

農地の権利移動を伴う転用
の場合

農業委員会の許可が必要です

5条申請
農地を農地として売買したり、
貸し借りする場合

３条申請
自分名義の農地を農地以外に
転用する場合

4条申請



農業委員会だより (4)令和３年３月１５日

【認定申請先】 農業経営を営む区域 認定庁

市町村

都道府県知事

地方農政局長

農林水産大臣

単一市町村の区域内

単一都道府県の区域内

複数都道府県にまたがる

単一地方農政局の管区内

複数の地方農政局の管区にまたがる

国・都道府県認定が始まりました！

▶ A 県のＢ市・Ｃ町・Ｄ村で営農している農業者が農業経営改善計画の認定申請を行う場合

従 来 見直し後

複数市町村で農業を営む農業者の場合は、市町村に代わって都道府県又は国が農業経営改善計画の
認定手続を一括で行います。�
※現在、認定を受けている農業経営改善計画の有効期間中は、直ちに都道府県又は国への認定申請を行う必要はありません。

　農業経営を営む区域が、複数市町村にまたがる場合、
・単一都道府県内に存する場合は都道府県知事

・複数都道府県にまたがる場合は国（地方農政局長又は農林水産大臣）に認定を申請することに
　なります。（農業経営を営む区域が単一市町村の範囲内の場合は、従来どり市町村に認定を申
　請します）

従来、複数の市町村で営農する場合は、それぞれの市町村に経営改善計画の認定申請を行う必
要がありましたが、営農区域ごとに申請先を一本化します。

複数市町村で営農する

認定農業者の手続が簡単になりました！

申　　請　　先 お問い合わせ先 住所・電話番号

〒371-8570
群馬県前橋市大手町１－１－１

TEL:027-226-3024

〒377-1692
群馬県吾妻郡嬬恋村大字大前 110

TEL:0279-96-1256

〒330-9722
埼玉県さいたま市中央区新都心２－１
さいたま新都心合同庁舎２号館

TEL:048-600-0600( 内線 3810)

群馬県農政部
農業構造政策課
経営体支援係

関東農政局担い手育成課

嬬恋村役場
農林振興課

群馬県内で市町村を越えて営農して
いる方

嬬恋村内のみで営農している方

関東農政局管内（茨城県、栃木県、群
馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈
川県、山梨県、長野県、静岡県）で管
内の県を越えて営農している方

国・都道府県認定の申請先

Ｂ市 C町 D村

Ｂ市 C町 D村

A 県

認定申請

Ｂ市 C町 D村

認定申請
申請先が
１つに！

申請先が一つになっ
て、手続がカンタンに
なったぞ！

規模拡大したいけど、
３つの市町村に申請す
るのは大変だなぁ～

複数市
町村に
またがる

お問い合わせ先


